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文部科学大臣メッセージ ～子供たちのための学校の働き方改革 できることを直ちに、一緒に～
今月号の
テーマ

☆ 教師を取り巻く環境整備について緊急的に取り組むべき施策（提言）

取組の具体策（緊急的に取り組むべき施策）

令和５年８月28日に中央教育審議会「質の高い教師の確保特別部会」より、社会問題化している教員の
長時間勤務を是正するため、直ちに取り組むべき施策をまとめた緊急提言が文科大臣に提出されました。

○ 「教育は人なり」と言われるように、学校教育の成否は教師にかかっている。
教師は子供たちの成長を直接感じることができる素晴らしい職業。

○ 我が国の学校教育の成果は高い専門性と使命感を有する教師の献身的な取組によるもの。

○ 教師の時間外在校等時間は一定程度改善したが、依然として、長時間勤務の教師が多い状況であり、
持続可能な教育環境の構築に向けて、教育に関わる全ての者の総力を結集して取り組む必要。

○ 改革の目指すべき方向性は、教師のこれまでの働き方を見直し、子供たちに対してより良い教育を行う
ことができるようにすること。
教師が教職生涯を通じて新しい知識・技能等を学び続け、質の高い教職員集団を実現していくことは、
我が国の学校教育の充実にとって極めて重要。

１．学校・教師が担う業務の適正化の一層の推進

２．学校における働き方改革の実効性の向上等

３．持続可能な勤務環境整備等の支援の充実

教師を取り巻く環境整備
について緊急的に取り組む
べき施策（提言）
（R5.08.28）はこちら⇒

文部科学大臣
メッセージ
（R5.08.29）
はこちら⇒

要点

特別部会
からの提言

たとえ子供たちのためであっても、教員の業務量を
超えている今の状況を問題視

緊急提言を踏まえた
取組の徹底等について
（Ｒ５．０９．０８）
はこちら⇒



具体例として示されたもの（各学校で、直ちに取り組むべきこと）
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○慣習や固定観念、同調性にとらわれることなく、思考しながら、大胆に「スクラップ」。

○子供たちの多様化・複雑化や保護者・地域の学校に対する期待の高まりに対し、「学校の役割」を明確化し、保護者等に理解促進に努める。

○教職員自らが働き方を見つめ直すとともに、人間性や創造性の向上に努める。（自身の健康や家族との時間こそが大事です！）

これからの方向性

(1)「学校・教師が担う業務に係る３分類」を徹底するための取組

(2) 各学校における授業時数や学校行事の在り方の見直し
・全ての学校で授業時数について点検し、特に、標準授業時数を大幅に上回って（年間1,086単位時間以上）いる学校は、
見直すことを前提に点検を行い、指導体制に見合った計画に見直し
・学校行事の精選・重点化、準備の簡素化・省力化

(3) ICTの活用による校務効率化の推進
・学校保護者間の連絡手段のデジタル化などICTの更なる活用

学校長のリーダーシップ、教職員のプロジェクトチームなど
学校が主体的にできることを実践してください。

児童生徒の登校可能時間
や完全下校時間を明確に
するなど、学校としての
工夫・改善も有効

学校運営協議会や
地域学校協働活動を

活用した地域の理解促進を

短時間でも効果的な活動、科学的
なトレーニングや休養日の設定など

教員が一番
力を入れたいところ。
だからこそ、業務の
優先順位や適正化を

関係機関との
連携強化が効果的
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